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「

國

民

所

得

の
分

配

の
型

を

論

ず
汐

見

三

●

耶

第

隔

国
民
所
得
の
分
配
の
研
究

最
近
、
我
が
国
策
の
樹
立
の
計
書
と
關
聯
し
、叉
は
其
他
の
動
機
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、国
富
統
計
の
研
究
が
可
な

一
具
隈
化
せ
ら
れ
て
來
九
の
で
あ
る
。
統
計
局
が
其
の
傳
統
と
客

人
統

計
の
研
究
よ
り
響

葺

替
進
め
て

経
濟

統
計

の
研
究

に
志

し
て

み
る

の
で
あ

る
が

、
國

富
統

計

の
研
究

も
此

の
傾
向

の

一
つ
の
現
は

れ
と
見

る
事

が

出
来

る
。
然

し
國
富

統
計

な

る
も

の
は

、
所
詮

一
種

の
擬
制

に
過

ざ

な

い
も

の
で
無

か
ら

う

か
。
大

正

年
間

に
調

査

せ

る
国
富
統

計

に
於

て
、
瀬

戸
内

海

の
産

物

の
金
額

を
市
場

金

利

で
還
元

し

て
、
瀬

戸
内

海

の
慣

格

を
計
算

し

、

そ
れ

を
國
富

に
加
算

せ
る
が
如

き
、
最

も
其

の
適

例

で
あ

る
。
假

り

に
國
富

が
現
質

的

の
も

の

で
あ

る
と

し

て
も
、

國
富

統
計

は
我

等

の
経
済
生

活

を
静

的

に
描
寓

す

る

に
止
ま

る
も

の
で
あ

る
。
我
が
国

民

の
富

が
毎

年
幾
許

の
登

展

を
遽

げ

つ
、
あ

り
ゃ

の
問

題

に
閲

し

て
は
、
国

富
統
計

よ
り

も
寧

ろ

、
國

民
所
得

を
算

定

し
て
以

て
動

的

の
研

究

を
試

む

べ
き

で
あ

る
。
国
富
統

計

の
研
究

は
、
そ

れ
が
国

民
所
得

の
研
究

と
歩

調

を
共

に
す

る
に
及
び
始

め

て

其

の
翼
慣

を
登
挿

す

る
も
の

で
あ

る
。

国

民
所
得
統

計

は

、
或

は
其

の
総
額

に

つ
い
て
研

究

し
得

べ
く
、
更

に
其

の
分

配
状

態

に

つ
き
研
究

を
進

め

る

国
民
所
得
の
分
配
の
型
を
論
ず

第
三
+
四
巻

八
七
九

第
六
號

三
七



國
民
所
得

の
分
配
の
型
を
論
ず

第

三
十
四
巻

八
八
0

第
六
號

三
八

事

が
出
家

る
。
我

が
國

民
所
得

が

一
年

何
十
億

圓

に
上

る
か
を
計
算

し

、
叉

は
人

口
敷

に
關
嚇

せ
し
め

て

一
人
當

り
國
民

所
得

を
明
ら

か

に
し
、
以

て
世
界

に
於

け

る
我
國

の
順

位
を

定
む

る
が
如

き

は
前
者

の
立
場

で
あ

る
。
然

し
國

民
所

得
な

る
も

の
は
、
世
界

い
つ

れ

の
國

に
於

て
も

孕
等

に
分

配

せ
ら

れ

て

み
な

い
も

の
で
あ

る
。

即
ち
李

均
所

得
を
中

心
と
し

て
、
大
所
得

と
小
所
得

と

が
交

錯

し

、
叢

に
國

民
所
得
分

配

の
型

を
生

じ

、
貧
富

の
懸
隔

の

度

を
異

に

し
て

み
る

の
で
あ

る
。
景
氣

の
憂

動

ず

る

に
伶

ひ
、
李
均

所
得

に
増
減

を
来

す
と
共

に
、
大
中

小

の
各

所

得

の
組

分

は
せ

に
も
影
響

を
及

ぼ
し

、
貧

富

の
懸

隔

の
度

が
自

ら
畏

っ
て
来

る
の
で
あ

る
。
か
く
し

て
国
民
脳

得

分

配

の
型

の
研
究

は

、
貧
富

懸

隔

を
測

定

す

る

バ

ロ
メ
ー

タ
ー
と

し

て
役

立

つ
も

の
で
あ

る
。
国

民
所

得
分

配

の
型

の
研
究

に
つ
い
て

は
、
我
国

に
於

て
は
、

高

田
博
士

が
、
,
先
鞭

を

つ
け
、
更

に
研
究

を
進

め

て
ゐ
ら

れ

る
。

巻

所
得

は
綜

合
概

念

で
あ

る
か
ら

、
各
人

の
受

-

る
総

所

得

の
分

配

に
先

ん
じ
、

各
箇

の
財
源

よ
り
各
人

の
懐

に

期

入
・
鏡

所
得
の
分
配
の
問
題
薯

へ
ら
れ
・
の
で
あ
・
.
從
て
国
民
所
得
の
盆

の
型
を
論
ず
・
に
當

つ
善

・
蠣

箇
別
所
得

の
分
配
の
型
と
絡
所
得
の
分
配
の
型
と
を
匪
刑
す
る
事
が
出
来
る
。
此
等
國
民
所
得
の
分
配
の
型
が
我

顯

國
の
現
在
に
於
て
如
何
に
な
っ
て
み
る
か
、
私
は
我
國
の
具
欝

材
料
に
基
・
研
究
を
進
め
た
の
で
あ
・
.

跣諸

第
二

箇
別
所
得
の
分
配
の
型

.

勧鰍

所
得
は
人
的
の
観
念
で
あ
っ
て
.
或
特
定
の
纒
濟
主
艦
に
或

一
定
期
間
内
に
規
則
的
に
入
り
込
み
、
其
の
経
濟

現

毒

が
畠

に
暮

し
得
・
牧
人
で
2

。
然
し
所
得
を
箇
別
蘭
に
饗

す
れ
ば
、
或
は
財
産
　

の
牧
盆
な
る

。



事
あ
り
、
叉
は
動
労

の
産
物
た
る
事
あ
り
、
更

に
動
勢
と
財
産
と
の
雨
者
が
共
に
働

い
た
螢
業
よ
り
の
牧
盆
た
る

事
が
あ
り
、
其
の
収
入
の
源
泉
如
何
に
よ
り
、
之
が
性
質
を
異
に
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
故
に
所
得
の
分
配
の
型

を
研
究
す
る
に
當

っ
て
ポ
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得
の
源
泉
に
潮
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
得
の
源
泉
を
標
準
と
す
る
と
財
産

所
得
と
螢
業
所
得
と
動
勢
所
得
と
の
三
種
に
分
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
動
勢
所
得
の
中
で
も
官
吏
の
俸
給
と
勢

働
者

の
給
料
と
は
分
配
の
型
を
異
に
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
故
に
我
が
国
民
所
得
の
分
配
の
型
を
財
産
所
得
と
管

業
所
得
と
官
吏
の
俸
給
所
得
と
其
他
の
給
料
と
に
匿
馴
し
た
の
で
あ
る
。

剛

跡
画
餅
得
は
動
産
所
得
と
不
動
産
所
得
と
の
二
つ
に
分

つ
事
が
出
家
る
が
、
菰
に
は
專
ら
不
動
産
所
得
に

つ
き
研
究
を
進
め
る
。
蓋
し
動
産
所
得
の
重
要
部
分
を
な
す
公
債
社
債
の
利
子
は
第
二
種
所
得
と
し
て
源
泉
に
於

て
課
税
せ
ら
れ
て
る
る
か
ら
、
其
の
分
配
の
状
態
を
知
る
事
が
全
く
不
可
能
で
あ
り
、
更

に
株
式
の
配
賞
金
は
株

主
名
簿
に
よ
り
調
査
す
る
事
が
出
来
る
が
罰
種

々
複
雑
な
る
關
係

に
支
配
せ
ら
れ
、
眞
相
を
捕
捉
す
る
事
が
出
来

な
い
。
結
局
、
財
産
所
得
の
分
配
の
型
を
捕

へ
る
た
め
に
、
問
題
を
不
動
産
所
得

に
限
り
山
林
所
得
と
土
地
賃
貸

債
権
と
の
分
配
の
型
を
調
査
し
た
の
で
あ
る
。

第

一
表
は
地
租
納
税
額
表
に
基
き
作
製
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
地
租
を
税
率
四
分
に
て
還
元
し
、
土
地
賃
貸
債

格
を
算
定
し
た
の
で
あ
る
。
地
主
の
数
約
千
十
二
沖禺
に
及
び
、
土
地
賃
貸
債
格
の
最
小
な
る
も
の
金
五
圓
未
満
よ

り
出
登
し
、
最
大
な
る
も
の
二
十
五
萬
圓
以
上
に
経

っ
て
る
る
。
中
位
数
は
土
地
賃
貸
償
格
二
十
五
圓
乃
至
五
十

圓
の
階
級
で
あ
る
。

国
民
所
得
の
分
配
.の
型
を
論
ず

第
三
十
四
巻

・
八
八
一

第
六
號

三
九



國
民
所
得
の
分
配
の
型
を
論
ず

第
三
十
四
巻

八
八
二

第
六
號

四
〇

第
三
種
所
得
税
が
山
林
所
得

に
劃
し
、
特
殊
の
課
税
方
法
を
採
用
し
て
み
る
の
を
利
用
し
、
第
二
表
に
は
山
林

所
得
者
の
戸
敷
を
累
進
階
段

に
基
き
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。

土地賃貸麟 金額(圓)[ 」惣三盆人 長1、

5未 満

5-12.5

12,5-25

25_50

50-75

75-125

125-175

175-250

250-375

375_500

500-750

750-1,250

1,250-2,500

2,500_5,000

5,000-12,500

12,500-25,000

25,000-50,000

50,000-125,000

]25,000-250,000

250,000以 上

】団.785,764

1,542,986

1,565,02〔,

1,4307105.

1721,151i3

725,⑪98

467,585

476,1313

・514,257

:282,883

?61,344

」78,863

:tO4,944

40,718

=毛7,149

3,709

L,139

404

73:

17

計 10,L「 【9,354

　
昭
和
七
年

月

日
現
在
、ゾ

第

表

地
租
に
於
け
る
賃
貸
偵
格
金
額
別
地
主
人
員表

第
二
表

第
三
種
所
得
税
に
於
け
る
所
得
金
額
別
山
林

所
得
岩
戸
藪
表

(
昭
和
六
年
度
分
)

所 篠ト音戸費た

6,530

504
{}42
1500
328
126

102
53
23
24

16
4
2
4

8,7158

山林所得金額(圓)

1,20⑪ 以 下

1,200-1,500

1,500-2,000

2,00`,_3,000

3,000-5,000

5,000_7,000

7,000_工0,000

10,000-15,000

15,000_20,000

20,000-30,000

30,000_50,000

50,000-70,000

70,000_100,000

100,000-200,000

200,000以 下

山
林
所
得
千
二
百
圓
以
下
よ
り
二
十
萬
圓
ま
で
八
千
七
百
五
十
八
戸
を
敷

へ
る
事
が
出
来
る
が
、
中
位
数
は
千

二
百
圓
以
下
に
存
し
て
み
る
。

笙

表
と
第
二
表
と
は
算
定
の
基
礎
を
異
に
し
て
み
る
か
ら
薯

を
ま
と
め
て
毘

較
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
・

然
し
少
く
と
も
次
の
結
論
を
下
す
事
が
出
家
る
。
「
不
動
産
所
得
は
上
下
の
隔
り
が
非
常

に
大
で
あ
っ
て
、
而
も
小

所
得
を
受
く
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
、
大
所
得
を
受
く
る
者
は
非
常
に
少
数
で
あ
る
÷
と
。



第
三
表

個
人
螢
業
牧
盗
視
に
於
け
る
管
楽
牧
益
金
類
別
管
楽

の

人
員
表

(昭
和
五
年
度
分
)

踏業人員

425,337

76,513
49,862
50,504

46,941
39948

25,037
7,699

4,371
2.231
,

824

528

185

92

8串

43

24

6

1

730,229

管業純往金額(圓)

400_響8〔LO

8.ac,一_1,IDOO

1,000-4,200

1,2:0{)一 ・1,600

1,500-2,000

2,0.06_.3,000

3,000一 ・5,000

5,000一 ・7,000

7,000.一 ・1(:㌧000

10,()00一 ・15,000

15,000ト ー ・2〔㌧000

20,000一 ・3(㌧000

30,〔100.一 ・4(㌧000

40,〔 沿OI一.50,000

50,000一 ・7(㌧000

70,000一 ・】〔}0,000

100,000一 ・200,000

200,000_.5〔)0,000

1,297、 ⑪0()

40〔 レ、.・一・-1,297,000

海軍(註)

131
6,137
6,144

7,975
3,666
1,589
1,271

702
338
67
33

10

第
四
表

俸
給
年
額
別
軍
人
人
員
表

287062

陸 軍

4,302
11,851

6,968

6,090

4,763

5,083

2,029

906

522

152

35

ユ7

15

42,733

俸給年額(圓)

100-200

200-300

300-40`♪

400一 一500

500-1,000

1,000_1,500

1,500-2,000

2,000-3,000

3,220

4,150

5,000

5,800

6,000

6,600

国
民
所
得

の
分
配

の
型
を
凱講
ず

ひ

ひ

ひ

ひ

二

螢
業
所
得
の
分
配
状
態
は
法
人
と
個
人
と
に
分

れ
る
が
、
叢

に
は
個
人
螢
業
収
益
税
の
み
に
つ
き
研
究

を
進
め
る
。
租
税
統
計
に
基
き
次
の
数
字
を
得
る
事
が

出
来
る
。

螢
業
者
の
数
は
七
十
三
萬
人
に
上
り
、
螢
業
収
益
は

四
百
圓
よ
り
始
ま
り
百

二
十
九
萬
七
千
圓
に
及
ん
で
み

る
、
中
位
数
は
四
百
圓
乃
至
八
百
圓
の
階
段

に
存
し
て

み
る
か
ら
、
不
動
産
所
得
の
場
合
と
同
様
に
、
重
心
は

小
所

得

に
存
し

て
み

る
と

云

は
ね
ば
な
ら

ぬ
。

む

む

　

　

む

三

動
勢
所
得
の
中
で
官
吏
の
所
得
は
之
を
俸
給
と
恩
給
と
の

二
つ
に
分
つ
事
が
出
来

る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

官
吏
の
俸
給
は
之
を
武
官
と
文
官
と
に
分
つ
事
が
出
来

る
。
第

四
表
は
陸
海
軍
々
入
の
昭
和
六
年
度

に
於
け
る
俸
給
を
調
べ
た
も

の
で
あ
る
。
但
し
陸
軍
省
は
昭
和
六
年
度
豫
算

の
各
日
明
細
書
に

依

っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
實
の
数
字
と
は
多
少
の
隔
り
が
あ

る
筈
で
あ
る
。

第

一二
十
四
巻

八
八

一二

築

山ハ
號

四

一

2)主 税局第 五十七回統計年報書



國
民
所
得

の
分
配

の
型
を
論
ず

第
三
十
四
巻

八
八
四

第
六
號

四
二

(
註
)

海
軍
省

の
俸
給

の
中
、
経
常
部

の
み
を
算
定
し
而

し
て
経
常
部

の
中

よ
り
兵
は
除
外

し
た
の
で
あ
る
。
叉
剣
任
官

の
中

の
在
監
と
逃
亡

と

を
除
く
寓
・と
し
た
。

陸
軍
省
は
紹
数
四
萬
二
千
七
百
三
十
三
人
に
し
て
、
最
低
百
十
七
圓
よ
り
最
高
六
千
⊥八
百
圓
に
及
び
、
中
位
数

は
四
五
百
圓
の
所
に
位
し
て
み
る
。
海
軍
省
は
二
萬
八
千
六
十
三
人
に
し
て
百
圓
よ
り
六
千
六
百
圓
に
及
び
、
中

位
歎
は
五
百
圓
壷
で
あ
る
。
陸
海
軍
人
の
俸
給
に
於
て
は
財
産
所
得
と
轡
業
所
得
と
に
比
較
し
て
最
低
と
最
高
と

の
距
離
が
短
く
、
且

つ
重
心
が
財
産
所
得
程
に
は
小
所
得
に
偏
在
し
て
み
な
い
の
で
あ
る
。

文
官

の
俸
給
の
實
例
と
し
て
某
府
縣
廉
、
及
び
某
大
學
の
職
員
の
俸
給
を
調
べ
た
の
で
あ
る
。

第
五
表

俸
給
別
立
官
人
員
表

(昭
和
六
年
度
分
)

大
學
の
職
員
八
百
八
十
五
人
は
、
六
百
圓
未
満
よ
り
八
千
五

某大學
職 員

220
355
37
48
30

31
33

27
24
29

33
9

7

1

1

某府縣
窮職員

222
440

60
40
19
9

7
3
1

1

俸給年額(圓)

600未 満

600-1,200

1,200-1,500

エ,500-2,000

2,000-2,500

2,500-3,000

3,000-3,500

3,500-4,000

4,000-4,500

4,500-5,000

5,000-5,500

5,500_6,000

6,000-6,500

6,500-7,000

7,000-7,500

8.500

885802計

百
圓
に
及
ん
で
み
る
。
而
し
て
中
位
数
は
六
百
圓
乃
至
千
二
百

圓
の
邊

に
存
し
て
み
る
。
府
縣
臆
の
職
員
八
百
二
人
の
俸
給
は

最
低
六
百
圓
未
満
よ
り
量

口里
ハ
千
五
百
圓

に
及
び
中
位
数
は
六

百
圓
乃
至
千
二
百
圓
の
所

に
存
し
て
み
る
。
多
少
異
る
所
も
あ

る
が
、
大
腔
に
於
て
は
武
官
と
同
じ
榛
な
分
配
の
型
を
示
し
て

み

る

。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

普
通
恩
給
受
給
者
は
昭
和
五
年
度
に
於
て
九
千
八
百
六
十
九

人

に
上

っ
て

み
る
が

、
そ

の
内
謬

を
示
す
と
第

六
表

の
如

く
で
あ

る
。



第
六
表

書
涌
恩
給
額
別
受
給
人
員
表

(昭
和
五
年
裁
定
)

員人
3

141
2,499
2,374
980

1,150
528
323

271
240

177
122
136

117
66

60 .
71
112

51
46

0

3

9

9

8

5

6

8

2

2

2

9

9

0

1.

1

1

1

0
0
9
一

5
5
0
2

5

1

4

5

2

00
1

9,869

恩給年額(圓)

100未 満

100以 上

200ク ・

300

400"
o

o

o

o

500ク

600"

700〃

800ク

900ク

1,000・ ク

1,100"

1,200ク

1,300"

工,400ク

1,500
1,600

1,700
1,800
].,900

:ク

〃

〃

.〃

ク

2000ク
2,100
2,200

2,300
2,400

ク

.〃

.ρ

ク

〃

2,500
2,600
2,700

2,800
2,900

ク

〃

ク

ク

ク

3,000

3,100
3,200

3,300
3,400

〃

ク

ク

〃

3,500
3,600
3,700
3,SOO

4,400

〃

ク

ク

〃

〃

合・ 計

萬
人
の
昂
均
日
給
の
調
査
と
東
京
市
職
業
婦
人
約
.
萬
五
千
人
の
絡
月
職
人
額
の
調
査
と
な
引
用
し
て
次
の
数

計

615

2,889

8,587

11,587

9,605

7,597

7,845

7,895

7,056

7,642

6,290

6,163

5,170

4,731

9,149

5,594

3,340

】,714

2,092

648

第
(イ)七
表

裏 給
市 料
及 別
近 勤
郊 勢
町 所
村 得
に 者
於 塞
け
る

日

均
賃
銀
別
勢

給
料
別
動
勢
所
得
者
表

恥

東
京
市
及
近
郊
町
村

に
於
け
る

一
日
卒
均
賃
銀
別
労
働
者
人
員

123

1,961
6,357
8,657
5,732

3,153
1,565
982

544
355
252
153

106
69
73
13

8
1
1

215

ユ16,209

字

を
得

た

の
て
あ

る
。

女男

492
928

2,230
2,930
3,873
4,444

6,280
6,9].3

6,512

7,287
6,038
6,010
5,064

4,662
9,076

5,581
3,332
1,713
2,091

433

賃銀(鍍)

40未 満

40-60

60-80

80-100

100-120

120-140

140-160

160-180

180-200

200-220

220-240

240-260

260_280

280-300

300-350

350-400

300一一450

450-500

500以 上

不 詳

の

線
業

人
類
別
職
業
婦
人
人
恥

(

30.320

婦人職業
人 員 鍛

1,323

1,877

2,493

2,229

】,970

1,454

1,208

1,195

529

306

205

134

35.389
,計

攻入金額(圓)

20以 下

20-25

25-30

30-35

35-40

40_45

45-50

50-60

60-70

70-80

80-100

100超 過

14,923計

東京市役所、第三同勢働統計貴地調査
東京市役所、婦人職業戦線の展望
の
の

國
巳
困
所
得

の
分
配

の
型
を
論
ず

第
三
十
四
巻

八
八
五

第
六
號

四
三



国
民
所
得

の
分
配
の
型
を
論
ず

第
三
十
四
巻

八
八
六

第
六
號

四
四

い
つ
れ

を
見

て
も
最

高

と
最

低

と

の
幅

が
狡

く
、
且

つ
中

位
数

が
最

高

と
最
低

と

の
略
中

間

に
位

し

て
み

る
の

を

知

る

の
で
あ

る
。第

三

絵
所
得
の
分
配
の
型

隔

財
産
所
得
と
螢
業
所
得
と
動
勢
所
得
と
に
つ
い
て
、
其
の
所
得
の
源
泉
を
標
準
と
し
て
箇
別
的

に
所
得
の

分
配
の
型
を
研
究
し
、
各
箇
別
所
得

に
つ
き
各
其
の
特
長
の
存
す
る
事
を
朋
ら
か
に
し
九
の
で
あ
っ
た
。
然
…し
各

人
が
決
し
て
各
箇
別
所
得

の
み
を
受
け
て
み
る
と
は
限
ら
な
い
、
否
各
個
人
は
同
時

に
官
吏
忙
り
地
生
た
る
事
彰

妨
げ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
各
種
の
箇
別
所
得
が
各
個
人
に
重
複
し
て
存
す
事
は
し
ば
し
ば
見
る
所
で
あ
る
。
藪

に
所
得
の
分
配
の
型
を
捕
ふ
る
に
當

っ
て
は
、
輩
に
箇
別
所
得
の
分
配
に
止
ら
す
、
総
所
得
の
分
配
の
型
を
も
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
。

勿
論
箇
別
所
得
の
相
互
の
間
に
は
結
合
の
容
易
な
る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
が
あ
る
。
即
ち

の

財
産
所
得
は
他
の
財
産
所
得
と
馨

し
易

い
も
の
で
あ
・
。
即
ち
地
主
は
同
時
に
公
債
の
所
著

た
り
株

主
た
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
事
が
恰
も
危
瞼
分
散
主
義
と
な
っ
て
財
産
保
全
の
目
的
に
か
な
ふ
の
で
あ
る
。

口

財
産
所
得
と
無

所
得
と
は
馨

し
易
い
も
の
で
φ
・
・
帥
ち
官
吏
は
同
時
に
公
債
を
所
有
し
・
土
地
を

所
有
し
、
株
券
を
所
有
し
得
る
の
で
あ
る
。

ヨ

動
勢
所
得
と
他
の
動
勢
所
得
と
は
結
合
し
難

い
も
の
で
あ
る
。
武
官
が
文
官
を
条
ね
、
教
授
が
會
肚
員
を

(

き



兼
ね
、
勢
働
者
が
二
つ
以
上
の
工
場
に
勤
務
す
る
が
如
き
事
は
服
務
規
律
の
上
か
ら
も
禁
止
せ
ら
る
べ
く
、
又
た

と

へ
禁
止
が
な
く
て
も
健
康
上
の
事
情
が
之
を
許
さ
な

い
の
で
あ
る
。

か
く
の
和
ぐ
、
箇
別
所
得
の
結
合
に
難
易
の
差
の
あ
る
事
は
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
實
で
あ
る
が
、
或

一
定
の

限
界
の
下
に
於
て
は
、
箇
別
所
得
は
結
合
せ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
め
る
。
か
く
し
て
箇
別
所
得
の
分
配
の
型
は
総

所
得
の
分
配
の
型
に
落
付
く
の
で
あ
る
。

同
陶

総
所
得
の
分
配
の
研
究

は
各
人

に
つ
き
、
所
得
の
セ
ン
ナ
ス
を
行

ふ
事

に
よ
っ
て
之
を
明
ら
か
に
す
る
事

が
出
来
る
。
然
し
國
属
所
得
は
毎
年
鍵
化
ず
る
に
拘
ら
す
.
セ
ン
サ
諾
獄
る
も
の
は
毎
年
鳶
撫
付
ふ
セ
得
寧
.
且

つ
所
得
の
事
項
に
セ
ン
ナ
ス
を
行
ふ
事
は
不
適
當
で
あ
る
か
ら
、
セ
ン
ナ
ス
に
多
く
の
期
待
を
か
け
る
事
が
出
来

な
い
の
で
あ
る
。
其
結
果
と
し
て
各
國
で
は
所
得
税
の
課
税
物
件
た
る
所
得
に
關
す
る
統
計
を
利
用
し
て
所
得
分

配
の
型
を
研
究
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
英
国
式
の
源
泉
課
税
主
義
が
所
得
税
に
採
用
せ
ら
れ
て
る
る
國
に
於
て

は
、
此
の
種
の
調
査
は
困
難

で
め
る
。
幸
ひ
我
國

に
於
て
は
第
三
種
所
得
税
に
於
て
綜
合
課
税
主
義
を
採
用
し
て

み
る
か
ら
、
此
の
統
計
を
利
用
す
れ
ば
、総
所
得
の
分
配
の
型
を
察
す
る
事
が
出
來
る
。勿
論
我
が
所
得
税
法
の
綜

合
課
税
主
義
に
は
二
つ
の
例
外
が
設
け
ら
れ
て
み
る
。
其
の
第

一
は
第
二
種
甲
の

「
内
地

に
於
て
支
佛
を
受
く
る

公
債
、
社
債
若
く
は
銀
行
預
金
の
利
子
、
叉
は
貸
付
信
託

の
利
益
」
で
あ
っ
て
、
源
泉
課
税
が
行
は
れ
て
る
る
。
特

に
國
債

の
利
子
は
明
治
四
十

二
年
以
来
全
く
所
得
税
を
免
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
例
外
の
第
二
は
、
第
二
種
乙
に

し
て
、
課
税
技
術
上
止
む
を
得
な
い
。
術
、法
人
よ
り
憂
く
る
配
當
金
、賞
典
金
に
付
い
て
は
久
し
く
源
泉
課
税
圭

翻
民
所
得
の
分
配
の
型
を
論
ず

第
三
十
四
巻

八
八
七

第
六
號

四
五



壁

所
得
の
分
配
・
型
を
塗

第
三
右

巻

八
八
八

第
六
號

四
六

義
を
行

っ
て
み
た
が
、
大
正
九
年
の
改
正
に
よ
b
、
第
三
種
所
得
に
於
て

「
法
人
よ
り
受
く
る
利
益
若
く
は
利
息

の
配
當
叉
は
剰
鯨
金
の
分
配
の
牧
人
金
額
よ
り
其
の
十
分
の
四
を
控
除
し
た
る
金
額
」
に
謝
し
綜
合
課
税
を
行
ふ

事
差

つ
た
の
で
あ
る
。
從
て
第
三
種
所
得
の
分
配
の
み
を
以
て
、
総
所
得
の
分
配
を
推
定
す
る
事
は
不
完
全
の

方
法
で
あ
る
。
然
し
他

に
ヨ
リ
完
全
な
る
材
料
が
存
し
な
い
以
上
は
、
第
三
種
所
得
の
分
配
の
型
を
算
定
す
る
の

が
唯

…
の
方
絵
で
あ
る
。

駕

我
が
所
得
税
法
は
明
治
二
十
年
に
定
め
ら
れ
、
其
後
明
治
三
十
二
年
と
大
正
九
年

第
八
表

所
得
階
段
別
第
三
種
所
得
税
納
税
戸
籔
表

昭和六年
納税戸轍

]82,204

ユ33,971

104,078

84,575

267991

16,710

9,722

47099

3,279

1,995

620

368

312

100

11

9

1

569,045

第
九
表

昭和一年
納税戸籔

286,057

185,186

】36,564

109,484

35,773

22,648

13,685

5,546

4595り
2,793
957
531
411

163
17
8

1

804,419

所 得 階 段(圓)

1,200-1,500

1,500_2,000

2,000-3,000

3,000-5,000

5,000-7,000

7,000-10,000

10,000一 ユ5,000

15,000_20,000

20,000-30,000

30,000-60,000

50,000_70,000

70,000_]00,000

100,000-200,000

200,000-500,000

500,000_ユ,000,000

1,000,000-2,000,000

2,000,000-3,000,000

昭和六年

所
得
階

段
別
第

三
種
所
得
税
納

税

戸
数

表

(
千
圓

當

リ
割

合
)

6

2
8
7
5

0
4
0
8

0
1
2

3

4

4
7
8
9

7
4
2
2

0
3

]

3

9
0
2
4

5
9
8
3

1

7

7
4
2
3
5

1

0

6
0
4
1

ρ0
2
1

昭和一年

953,523

370,372
136,564
54,742
]7,886

7,549
2,737

1,109
459
140
48
18

4

計

所 得 階 段(圓)

1,200-1,600
1,500-2,000
2,000-3,000

3,000_5,000
5,000_7,000

7,000-10,000
10,000-15,000

15,000-20,000
20,000-30,000
307000_50,000
50,000-70,000
70,000-100,000

100,000-200,000

:
叩
㎞
喋
虻

鴫E
タ

f

交

し

邑

一
'一【
一」
フ
埼

`

鳶

た

の

で
あ

る
。

而

し

て

最

近

の
改

正

は
大

正

十

五

年

三

月

法

律

第

八

號

で
あ

る

。
故

に
弦

に

は

昭
和

元

年

と

昭
和

六

年

と

の
所

得

の
分

配

の
型

を
箕

足

し

、

以

て

統
計

の
統

一
を
害

せ
ざ

る
事

を

計

っ
た

の

で
あ

る

。

あ
第

八

表

に

よ
り

、
所



得
の
分
配
の
大
勢
を
知
る
事
が
出
来
る
が
、
之
の
み
で
は
充
分
と
云
ふ
を
得
な
.い
。
蓋
し
所
得
階
段
の
間
隔
が
・

最
初
は
三
百
圓
(千
二
百
圓
乃
至
干
五
百
.圓
)
な
る
に
拘
ら
す
、
其
後
漸
次
増
加
し
、
終
り
に
は
百
萬
圓

(三
百
萬

圓
乃
至
四
百
萬
圓
)
と
な
っ
て
み
る
始
末
で
あ
る
。
薮

に
比
較
の
便
法
と
し
て
「
千
圓
當
り
納
税
戸
数
」
な
る
統

一

的
標
準

に
基
き
算
定
し
、
以
て
第
九
表
を
得
た
の
で
あ
る
。

鵜

i

璽

認馳
:

コ

」

蓼

詳

や
営

団
　氏
所
得

の
分
配

の
型
を
弘
㎜
ブ

第
三
十
四
巻

八
八
九

第
六
號

四
七



圃
一民
所
得

の
分
一配
の
型
を
軌珊
ず

第

三
十
四
巻

八
九
〇

第
六
號
}

四
八

第
九
表
の
敷
字
を

一
層
明
瞭
に
示
す
た
め
に
第

一
圖
表
を
作
製
し
た
の
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合
上
普
遍
目
盛
を

使
用
す
る
事
が
出
来
な
い
か
ら
、
濁
立
攣
敷
の
所
得
金
額
も
従
属
憂
数
の
減
税
戸
敷
も
凡
て
劉
敷
目
盛
を
採
用
し

た
の

で
あ

る
。

パ

レ
ト
ー

の
所
謂
肚
會

の
金
字
塔

(す

電

話
巨

号

・・8
巨

。
)
1

即

ち
貧
民

は
底

を
な

し
、
富

者

は
先

端

を
な

し

て
み

る
所

得

の
分

配

の
型
1

は
我
國

に
於

て
昭
和

元

年
と

昭
和
六
年

と

に
渡

り
第

一
圖
表

の
如

く

に
現

は

れ

て

る

る

の

で
あ

る
。

第
四

国
民
所
得
の
分
配
の
型

圖二第

b
C d.

a

o

パ

レ
ト
ー

の
云

っ
て

み

る
様

に
、
國

民
所
得

の
分
配

の
型

は
純
粋

の

経
験

的

法

則

(奮

互

。・
陰

冨
ヨ
Φ
三

①
ヨ
℃
凶「β
器
ω)
で
あ

る
。
而

し

て
凡

て
富

の
分

配

は
個
人
的
事

情

(杜
會

を
組

織
す

る
人

の
性
質
)
と
肚
會

的

事

情

(肚
會

の
組

織
)
と
偶

登
的
事
情

と

に
依

っ
て
支

配
せ

ら
れ

る
の

で

あ

る
が

、
其

の
結

果

は
肚
會

の
金
字

塔
と

し

て
第

二
圖

表

の
如

き
型

を

と

る
の
で
あ

る
。

第

二
圖
表

で
は
大

所
得

者
が
少
数

に
し

て
、
小
所
得
者

に
至

る

に
從

ひ
、
其

の
敷

を
増

し

て
み

る
の

で
あ

る
。
然

し
現
實

の
肚
會

に
於

て
は
眞

の
意
味

の
無
産

者

な

る
も

の
は
生

存

し
得

な

い
の

で
あ

る
か
ら

、
第

二

5)V.Paret・,C・ursd'8・ ・n・mi・p。litique

Σ



圖
表
は
第
三
圖
表
又
は
第
四
圖
表
に
修
正
せ
ら
れ
る
事
と
な
る
。

圏三第

ン

S
　
＼

ノ

む

,

＼

一

へ

に

＼

＼

型
O

圖四第

、＼

叉
τ:===』 　 5ひ

國

民

所

得

の
分

配

の

型

に

つ

い

て

は
第

二
圖

表

を

と

る
か

、

第

三
圖

表

文

は

第

四

圖

表

に
よ

る

か
種

々
議

論

も

あ
.ら

う

。
然

し
何

れ

の
議

論

に

よ

る

と

し

て

も

此

等

総

所

得

の
分

配

の

遡
上
D
臨訓
こ
よ

翫

川
場
断

匝
守
り
垂

雌

ウ

弾
ヒ

・

一

τ

一

ζ
f

ラ
.天

守

(
.ゲ

酉

G
、牙
二

の
存

す

る
事

を
忘

れ

て

は

な

ら

な

い
。

箇

別

所

得

の
分

配

の
型

が

種

々

の
組

合

は

せ
を
な

し
、

そ
れ
が
集
大

成

し

た
結

果

、
総

所

得

の
分
配

の
型

を
生

す

る
の

で
あ

る
。

.

國
民
所
得
の
分
配
の
型
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
は
昭
和
五
年

長

京
に
開
か
れ
た
筆

九
回
國
際
統
計
協
審

議
に
於
て
、
目
・
く
。
・
閑
。
.ま
.署
凶。鉾

贅

が
貴
重
な
・
馨

を
提
出
せ
ら
れ
た
の
で
あ
輌
・
喜

は
我
が
國
民
所

得
の
分
配
の
型

に
つ
き

雇

の
標
準
を
定
め
る
爲
め
に
箇
別
所
得
の
分
配
と
醗

得
の
分
配
と
に
關
す
る
根
本
資

料
を
蒐
集
し
た
の
で
あ
・
。
更

に
進
ん
で

=

・
島

・
年

回　

囲・鼓

授
其
他
の
研
究
方
法
を
用
ひ
て
之
が
羅

を

試

み
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

国
民
所
得
の
分
配
の
型
を
論
ず

第

三
十
四
巻

八
九

一

第
六
號

四
九
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